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第 1に，対話で「自分の意見を言うことができ
た」という回答が少なかった点についてである。

なぜそう答えたのか，参加者の考えを明らかにし，

意見を言いやすくする方法を検討する。第 2に，
今回の実践の結果として生じた変容や，変容に向

かおうとする意識が今後どのように変化していく

のかを明らかにする。第 3に，他のテーマでも問
いづくりをきっかけとした対話を実施し，同様の

成果が得られるかどうか，また，継続的に教育観

を更新していくために，どのような方法があるの

かについても模索する必要がある。 

6.  ままととめめ 
本研究は，問いづくりをきっかけとした対話の   

活用が，教職員の教育観を更新するための手立

てとなり，多様な児童に対する柔軟な対応を促

すために有効であるかどうかを明らかにするこ

とを目的として研究を行った。 
その実現ために，教職員間で教育活動について

問いを考え，その問いをきっかけとして対話を

行うことで，教職員は自身の教育観について改

めて考え気付きを得て多様な児童を柔軟に理解

するためのきっかけとすることができるのでは

ないかと考え，校内研究の中で教職員が対話を

通して互いの意見を共有するワークショップ

「問いづくりをきっかけとした対話」を考え，実

践した。 
 その結果，「問いづくりをきっかけとした対

話」は，教職員が安心して意見を言える場となり，

教育観を更新するための機会となった。このこ

とから，「問いづくりをきっかけとした対話」は，

教職員が自己の教育観の更新をうながし，多様

な児童を理解し，柔軟に対応するための省察の

機会になりうると言える。 
 一方で，今回の教育観の更新がどのように維

持されていくのかを検証し，更に意識を更新し

続けるためにどのような働きかけを行っていく

ことができるのかを考えて行く必要がある。 
児童への対応はその時の状況，ニーズによっ

て絶えず変化するものである。その変化に柔軟

に対応するために教職員は，継続して自己の考

えを更新し続ける手立てを探る必要があるだろ

う。「問いづくりをきっかけとした対話」はその

一つの手立てとして有効であることが明らかに

なったが，さらに有効に活用するために様々な

形態やテーマで実施し，その効果を検証してい

く必要がある。 
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自立活動における適切な指導の立案と記録の実践 
－中学校特別支援学級の個別の指導計画に着目して－ 

教育学研究科 教育実践創成専攻 教育実践開発コース 教師力育成分野 中島 涼子 
 

1．． ははじじめめにに 
 
特別支援学校学習指導要領において自立活動

の指導とは、「学校における自立活動の指導は，障

害による学習上又は生活上の困難を改善・克服し、

自立し社会参加する資質を養う」と示されている。

ここに示されている「自立」とは、一般に捉えら

れているものとは異なる。一般的には、生活的、

経済的、精神的、社会的な自立の４つを意味する

だろう。しかし、ここに示されている「自立」と

は、主体的な行動を行う上で、他人からの適切な

支援を受けつつ、自分らしさを保ちながら、地域

社会で生きていくことを意味する。この指導を行

うのが自立活動なのである。教員はこの基本を理

解しておく必要がある。 
 

2.  問問題題のの所所在在 
 

 自立活動は特別支援学校の特別の教育課程の

指導領域であった。平成 29 年の学習指導要領の
改訂に伴い、特別支援学級に在籍する児童生徒、

通級による指導を受ける児童生徒の教育課程上

にも置づけられた。これにより全ての教員が自立

活動の指導を担うこととなった。しかし、自立活

動の課題として理解が浸透していないことが挙

げられる。それについては、文部科学省（2023）
が「通常学級に在籍する障害のある児童生徒への

支援に係る方策について（通知）」中で、「自立活

動の意義や指導の基本について十分に理解しな

いまま指導する教師や、それを指導する管理職の

在り方等が課題となっている」と指摘している。 
 改めて自立活動の理解が浸透しづらい理由を

考えてみると、ほとんどの教員が自立活動の授業

を受けた経験がないことにあるのではないだろ

うか。古屋（2024）は、大学生の教育経験につい
て次のように指摘している。大学生が、小・中学

校や高校生時代に受けてきた各教科の授業、いわ 

 
ゆる目標と内容が予め決められている授業は、受

ける側の生徒自身が授業に適合するための努力

をし続けてきた。しかし、自立活動の指導では、

個々の目標や内容を設定するため、今まで経験し

てきた自身を授業に適合させるという授業とは

異なることを理解する必要がある。 
これは大学生だけに言えることではなく、既に

学校で勤務している教員にも共通していること

ではないだろうか。 
 
2-1 特特別別のの教教育育課課程程にに編編成成さされれるる自自立立活活動動 
  先に記したとおり、自立活動は元々特別支援学

校の教育課程に設置された指導領域である。それ

は「障害による学習上又は生活上の困難を主体的

に改善・克服するために必要な知識・技能・態度

及び習慣を養うこと」を目的として設定されてい

る。よって、当然ながら個々の実態に応じた指導

となる。教科等の授業では、学習指導要領に示さ

れる目標、内容を全て取り扱うのに対し、自立活

動は個々に応じた指導目標、指導内容を設定し、

それに応じた指導を行う。教科等の授業の立案と

自立活動の立案方法の根本的な違いがここにあ

る。この違いを理解して自立活動の適切な指導に

繋げることが求められる。  
 
2-2 個個別別のの指指導導計計画画のの役役割割 
  自立活動の指導を立案する際に重要なのは、実

態把握である。個々の実態に応じて、障害や特性

に基づく長期目標と短期目標を設定し、指導内容

を具体化する。そのために精緻な実態把握が不可

欠である。それらの情報を記載する資料が個別の

指導計画である。従来から特別支援学校では、

個々に応じた指導のための個別の指導計画が作

成され、児童生徒に適切な指導を行うための指針

となっている。特別支援学校学習指導要領によれ

ば「個別の指導計画は、教育課程を具体化し、障
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害のある児童生徒一人一人の指導目標、指導内容

及び指導方法を明確にし、きめ細やかに指導する

ために作成するものである」と定義されている。

これは児童生徒の障害や特性に基づいて効果的

な指導を行うための重要な役割である。 
また、既に示した教育課程上の自立活動の位置

づけにより、特別支援学級在籍の児童生徒、通級

による指導を受ける児童生徒の個別の指導計画

の作成が必須となった。ところが、以前から個別

の指導計画が作成されているにもかかわらず、現

場で十分に活用されていないという問題も指摘

されている。（小坂・姉崎,2011）その理由の一つと
して、通知表等の必須業務に直結していないこと

が挙げられるのではないだろうか。そこで個別の

指導計画が教育現場で実際に活用されるために

は、まずその個別の指導計画を実際に活用できる

形に整理して作成する必要があると考えた。 
 
2-3 自自立立活活動動のの指指導導のの実実際際 
  自立活動の時間における指導には、時間割に設

定される「時間における指導」と突発的に発生す

る指導の二つの側面が存在すると考えている。後

者のことを本研究では「アドホックな指導」と呼

ぶことにする。  
「時間における指導」とは、個別の指導計画か

ら抽出された長期目標及び短期目標に沿って指

導内容を具体化する計画的な指導である。具体的

には、自立活動内容 6 区分 27 項目と照らし合わ
せ、指導内容を明確にした上で、適切な教材の選

定を行い、自立活動の指導を立案する。自立活動

の指導の原則は個別指導である。しかしながら、

実際には集団で指導が行われることが多い。ただ

し集団指導で同一の活動をしていても、実は個々

の目標に基づいて活動が進められていることを

留意しておく必要がある。そして、それは集団で

活動することが効果的である指導内容が設定さ

れていることも留意しておきたい。この点が同一

目的同一内容で行われる教科等の一斉授業とは

異なる点である。 
一方、「アドホックな指導」とは、学校の教育活

動全体の中で突発的に発生する指導である。具体

的な例としては、情動的の制御が難しい行動や、

障害や特性の受容に関して個別に対応する必要

がある指導等が挙げられる。この指導は、状況に

応じて臨機応変且つ柔軟に対応することが求め

られる。 
「アドホックな指導」は、柔軟に対応しなけれ

ばならない指導が多いため、記録の準備ができて

おらず、記録が十分に行われていない場合が多い。

指導を行った教員が口頭で他の教員と共有する、

手元の資料としてメモする、教務手帳に記録する

にとどまっていることが多い。しかし、場合によ

っては、管理職への報告や保護者への連絡が必要

な時がある。その際に記録が十分に行われていな

いことで、指導の緻密な情報が欠けてしまうこと

がある。それはこれまでの現場経験を踏まえ、記

録の重要性を痛感してきたことにある。 
 

3.  研研究究のの目目的的及及びび方方法法 
 

3-1 研研究究のの目目的的 
本研究では、自立活動の基盤となる個別の指導

計画と記録に着目し、自立活動における適切な指

導の立案を目的とした。個別の指導計画の様式の

整理と作成、指導記録の実践を通して、自立活動

の適切な指導に繋がる要因を明らかにしたい。 
 

3-2 研研究究方方法法 
（1） 個別の指導計画の様式を整理し、効果

的に活用できる形について検討し作成

する。 
（2） 今回作成した個別の指導計画の様式を

基盤にして時間における指導を提案し、

実施する。 
（3） 指導記録の様式を作成し、指導内容等

の記録を実施する。 
（4） 研究協力者への質問調査を実施する。 

 
実施校 
山梨県内中学校特別支援学級 

 
期 間 
令和 6年 5月～12月 
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4.  結結果果 
 

4-1 個個別別のの指指導導計計画画のの様様式式のの提提案案とと実実施施 
  個別の指導計画の様式に決まりはない。各校、

各教員に任されているが、主要な項目として、氏

名や生年月日等の個人情報に加え、成育歴、保護

者の願い、長期目標、短期目標を記すのが一般的

である。       
山梨県では「個別の教育支援計画の作成と活用

の手引き」（令和 6年改訂）において、県独自の様
式で作成することが定めされている。この様式は、

個別の指導計画と主要な項目が共通している。そ

こを踏まえ、実施校で既に作成されている「個別

の教育支援計画」に「個別の指導計画」のシート

に追加する形で様式を整理して作成した。そのシ

ートを図 1で示す。 
上部の黄色い箇所が「個別の教育支援計画」と

共通している項目であり、この部分はシートを同

期させている。「個別の教育支援計画」と「個別の

指導計画」の同期は、誤記入のミスを減らせるこ

と等、業務の負担の軽減化に繋がるだろう。さら

に、「個別の指導計画」が常態的に活用しやすくな

るよう、特に評価項目に着目した。その理由は二

つある。一つは適宜評価を行い記載し、PDCAサ
イクルを回して様式を活用すること、もう一つは、

評価項目を通知表の作成等の業務に直結させる

ことで有益な活用繋げることである。つまり、評

価を多頻度で行いPDCAサイクルを円滑に回して
活用し、評価項目を充実させて必須業務に繋げる。

このように個別の指導計画を有用できれば、適切

な指導に繋がると考えた。 
次に下部の緑色の箇所（評価項目）について示

す。この項目は具体的かつ端的に評価できるよう、

3 段階評価と文章表記に分けた。前者では評価項
目ごとに明確な評価を行い、後者では前者の項目

以外の評価や補足を記入できるようにした。これ

により、目標が明確化され、自立活動の時間にお

ける指導が適切に立案されることが期待される。 
 

 

 
図図 1  個個別別のの指指導導計計画画 

 
4-2 自自立立活活動動のの指指導導のの提提案案とと結結果果 
ⅰ. 時時間間ににおおけけるる指指導導のの立立案案とと記記録録のの評評価価 
自立活動における適切な指導を実施するため

には、個別の指導計画に基づき設定された目標、

自立活動の内容 6 区分 27 項目を十分に考慮した
指導の立案が必要である。本研究では、指導の立

案段階から 3段階評価の項目を設定し、個別目標
を具体化させた。そして活動後に端的に適宜評価

を行えるように作成した。活動の様子や補足的な

情報に関しては、文章表記欄に記載するようにし

た。また、共通項目を指導案にも同期できると考

え、指導案のシートも追加した。この方法により、

全てのシートに長期目標、短期目標が記載され、

何度も目にすることで適切な指導への意識に繋

がった。結果として、適切な指導内容の改善、指

導の質が向上したことで、より効果的な自立活動

の指導が期待される。 
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害のある児童生徒一人一人の指導目標、指導内容

及び指導方法を明確にし、きめ細やかに指導する

ために作成するものである」と定義されている。

これは児童生徒の障害や特性に基づいて効果的

な指導を行うための重要な役割である。 
また、既に示した教育課程上の自立活動の位置

づけにより、特別支援学級在籍の児童生徒、通級

による指導を受ける児童生徒の個別の指導計画

の作成が必須となった。ところが、以前から個別

の指導計画が作成されているにもかかわらず、現

場で十分に活用されていないという問題も指摘

されている。（小坂・姉崎,2011）その理由の一つと
して、通知表等の必須業務に直結していないこと

が挙げられるのではないだろうか。そこで個別の

指導計画が教育現場で実際に活用されるために

は、まずその個別の指導計画を実際に活用できる

形に整理して作成する必要があると考えた。 
 
2-3 自自立立活活動動のの指指導導のの実実際際 
  自立活動の時間における指導には、時間割に設

定される「時間における指導」と突発的に発生す

る指導の二つの側面が存在すると考えている。後

者のことを本研究では「アドホックな指導」と呼

ぶことにする。  
「時間における指導」とは、個別の指導計画か

ら抽出された長期目標及び短期目標に沿って指

導内容を具体化する計画的な指導である。具体的

には、自立活動内容 6 区分 27 項目と照らし合わ
せ、指導内容を明確にした上で、適切な教材の選

定を行い、自立活動の指導を立案する。自立活動

の指導の原則は個別指導である。しかしながら、

実際には集団で指導が行われることが多い。ただ

し集団指導で同一の活動をしていても、実は個々

の目標に基づいて活動が進められていることを

留意しておく必要がある。そして、それは集団で

活動することが効果的である指導内容が設定さ

れていることも留意しておきたい。この点が同一

目的同一内容で行われる教科等の一斉授業とは

異なる点である。 
一方、「アドホックな指導」とは、学校の教育活

動全体の中で突発的に発生する指導である。具体

的な例としては、情動的の制御が難しい行動や、

障害や特性の受容に関して個別に対応する必要

がある指導等が挙げられる。この指導は、状況に

応じて臨機応変且つ柔軟に対応することが求め

られる。 
「アドホックな指導」は、柔軟に対応しなけれ

ばならない指導が多いため、記録の準備ができて

おらず、記録が十分に行われていない場合が多い。

指導を行った教員が口頭で他の教員と共有する、

手元の資料としてメモする、教務手帳に記録する

にとどまっていることが多い。しかし、場合によ

っては、管理職への報告や保護者への連絡が必要

な時がある。その際に記録が十分に行われていな

いことで、指導の緻密な情報が欠けてしまうこと

がある。それはこれまでの現場経験を踏まえ、記

録の重要性を痛感してきたことにある。 
 

3.  研研究究のの目目的的及及びび方方法法 
 

3-1 研研究究のの目目的的 
本研究では、自立活動の基盤となる個別の指導

計画と記録に着目し、自立活動における適切な指

導の立案を目的とした。個別の指導計画の様式の

整理と作成、指導記録の実践を通して、自立活動

の適切な指導に繋がる要因を明らかにしたい。 
 

3-2 研研究究方方法法 
（1） 個別の指導計画の様式を整理し、効果

的に活用できる形について検討し作成

する。 
（2） 今回作成した個別の指導計画の様式を

基盤にして時間における指導を提案し、

実施する。 
（3） 指導記録の様式を作成し、指導内容等

の記録を実施する。 
（4） 研究協力者への質問調査を実施する。 

 
実施校 
山梨県内中学校特別支援学級 

 
期 間 
令和 6年 5月～12月 
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4.  結結果果 
 

4-1 個個別別のの指指導導計計画画のの様様式式のの提提案案とと実実施施 
  個別の指導計画の様式に決まりはない。各校、

各教員に任されているが、主要な項目として、氏

名や生年月日等の個人情報に加え、成育歴、保護

者の願い、長期目標、短期目標を記すのが一般的

である。       
山梨県では「個別の教育支援計画の作成と活用

の手引き」（令和 6年改訂）において、県独自の様
式で作成することが定めされている。この様式は、

個別の指導計画と主要な項目が共通している。そ

こを踏まえ、実施校で既に作成されている「個別

の教育支援計画」に「個別の指導計画」のシート

に追加する形で様式を整理して作成した。そのシ

ートを図 1で示す。 
上部の黄色い箇所が「個別の教育支援計画」と

共通している項目であり、この部分はシートを同

期させている。「個別の教育支援計画」と「個別の

指導計画」の同期は、誤記入のミスを減らせるこ

と等、業務の負担の軽減化に繋がるだろう。さら

に、「個別の指導計画」が常態的に活用しやすくな

るよう、特に評価項目に着目した。その理由は二

つある。一つは適宜評価を行い記載し、PDCAサ
イクルを回して様式を活用すること、もう一つは、

評価項目を通知表の作成等の業務に直結させる

ことで有益な活用繋げることである。つまり、評

価を多頻度で行いPDCAサイクルを円滑に回して
活用し、評価項目を充実させて必須業務に繋げる。

このように個別の指導計画を有用できれば、適切

な指導に繋がると考えた。 
次に下部の緑色の箇所（評価項目）について示

す。この項目は具体的かつ端的に評価できるよう、

3 段階評価と文章表記に分けた。前者では評価項
目ごとに明確な評価を行い、後者では前者の項目

以外の評価や補足を記入できるようにした。これ

により、目標が明確化され、自立活動の時間にお

ける指導が適切に立案されることが期待される。 
 

 

 
図図 1  個個別別のの指指導導計計画画 

 
4-2 自自立立活活動動のの指指導導のの提提案案とと結結果果 
ⅰ. 時時間間ににおおけけるる指指導導のの立立案案とと記記録録のの評評価価 
自立活動における適切な指導を実施するため

には、個別の指導計画に基づき設定された目標、

自立活動の内容 6 区分 27 項目を十分に考慮した
指導の立案が必要である。本研究では、指導の立

案段階から 3段階評価の項目を設定し、個別目標
を具体化させた。そして活動後に端的に適宜評価

を行えるように作成した。活動の様子や補足的な

情報に関しては、文章表記欄に記載するようにし

た。また、共通項目を指導案にも同期できると考

え、指導案のシートも追加した。この方法により、

全てのシートに長期目標、短期目標が記載され、

何度も目にすることで適切な指導への意識に繋

がった。結果として、適切な指導内容の改善、指

導の質が向上したことで、より効果的な自立活動

の指導が期待される。 
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ⅱⅱ. アアドドホホッッククなな指指導導のの記記録録のの提提案案とと結結果果 
アドホックな指導は、突発的に発生する指導の

ため、臨機応変な対応が求められる。そのような

場面では、柔軟に指導を行うことが重要である。

しかし、こうした指導は、記録がなければ指導内

容の振り返りや改善が難しい。そこで本研究では、

アドホックな指導の記録方法として、記録シート

を作成し提案した。臨機応変に対応できるように、

日時、場所、指導者名の項目欄、指導内容を書く

自由度の高い大きな枠を作成した。その下に自立

活動の内容表（6区分 27項目）、指導のまとめを
書く欄も設けた。その指導のまとめが、次の指導

の支柱となることを目指して意図的に作成した。

このアドホックな指導の記録が蓄積され、個々の

生徒のエビデンスとなり、個別の指導計画に反映

されて、時間における指導へと繋がっていくこと

を期待したい。 
 

 
図図 2  記記録録シシーートト 

 
4-3質質問問用用紙紙にによよるる調調査査 
≪対象≫ 
特別支援学級の担任及び自立活動の時間におけ

る指導にかかわる教員 3名に実施した。 
a. 実実施施日日   
令和 6年 12月 19日（木） 

b. 質質問問用用紙紙にによよるる調調査査 
【個別の指導計画に関する質問項目目】 
・対象者１名 

1. 個別の指導計画の作成と自立活動の指導の立

案に関して（記述式） 
2. 個別の指導計画の様式内の評価項目について
（記述式） 
3. 個別の指導計画の PDCAの見直し時期 
（選択式） 
 
【自立活動記録シートに関する質問項目】 
・対象者３名 
１. 記録シートの使いやすさについて（選択式） 
２. 記録シートの効果について（選択式） 
３. 記録シートの改善について（記述式） 
４. 記録シートの活用について（選択式） 
５ .記録シートの意見・感想（記述式） 
 

c. 調調査査結結果果 
【個別の指導計画 】 
個別の指導計画をPDCAサイクルで回すことの
重要性は学習指導要領にも明確に示されている。

そこで、学校現場の実状を踏まえたうえで、効果

的に活用するための見直しの時期と回数につい

ての調査を行った。選択式で回答をしてもらった。 
 
１、学期ごと（２～３回）   
２、三者懇談の後（３～４回）  
３、それ以上（５回以上） 

 
回答者全員が２の三者懇談の後であった。確か

に三者懇談は学校全体が懇談時期を設定して動

き、交流級の懇談と合わせて総合的に考慮できる

ため妥当である。ただし、障害の特性による行動

で問題が起きれば、見直しの回数を増やす必要が

出てくるだろう。 
次に個別の指導計画を作成するに当たり、「実

際に何か困難だと感じているのか」また、「作成し

たものを常用的に活用していくためにどうする

ことが最善策であるのか」を検討するため「作成

にかかった時間と記述の困難さ」続いて、今回導

入した 3段階評価の妥当性、その他実際に使用し
た感想、意見等を自由記述してもらった。 

テテンンププレレーートトのの設設定定（（余余白白、、文文字字数数、、行行数数ななどど））はは一一切切変変更更ししなないいこことと  
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表表 1  個個別別のの指指導導計計画画のの様様式式のの使使用用にに関関すするる評評価価  
質質問問  回回答答  

個別の指導計画の作成、自立活動

の指導を立案をする上で、一番時

間を要したのはどの作業でした

か。 

・実態把握の期間（1年生なので 1学期には特に時間がか
かりました。） 
・指導計画の書き方（実態をどのように表現すべきか悩み
ました。） 

個別の指導計画の評価について、

文章表記と 3 段階評価に分けまし
た。使用のご意見をお願いします。 

メリット）学習内容と評価をリンクさせているのがわかり
やすく、3段階も明確でよい。 
デメリット）Cがついたものを見て生徒本人が「うわー、
Cがある！！」と言っていたので、表現の仕方でそれが気
になる生徒もいるところでしょうか？（教科評価も ABC
なので、それ合わせた ABC評価で、私個人としてはよい
と思います。） 

個別の指導計画の様式に関して、

自由にご意見や感想をお聞かせく

ださい。 

情緒特別支援学級の保護者にとっては、授業の内容よりも

生徒をどのように見取って自立活動につなげるかのほうが

気になるところだと思います。それを明確にし、かつ端的

に表現するこの様式はとても有効だと感じました。個別の

支援計画とのつながりもあることも分かるので、引き継ぐ

際にもスムーズにいくのではないでしょうか。来年度以降

もこの様式を活用させていただきたいです。 

表１の結果から現場における個別の指導計画

を作成する際の困難な要因、それに伴う自立活動

の立案の困難な要因の一部が見えてくる。 
まず、実態把握に時間がかかった点については、

小学校からの引継ぎにおける実態と入学後の生

徒の実態に相違があったことが読み取れる。続け

て「記載する際の表現が難しい」との回答もあり、

ここに個別の指導計画の作成の困難さがみられ

た。 
評価に関しての回答では、教科評価と同様の３

段階評価がわかりやすい点において、高評価だっ

た。生徒の反応からも評価について理解できてい

る様子が伺える。「授業内容よりも教員が生徒の

様子を見取っているかが気になるところだろう」

という記述から、保護者の教師に対しての要望が

垣間見れる。端的に表現することで、内容が明確

化され保護者の理解に有効的だったとの結果を

得ることができた。 
 

 

【自立活動の記録シート】 
本研究において作成した記録シートを使用後 
に使用感や利便性、実用性の向上を目的に選択式

の質問調査を行った。 
 
表表２２  記記録録シシーートトにに関関すするる質質問問（（選選択択）） 

自立活動の記録シートの様式が理解しやすかっ

たか 
記録シート内に記載してある自立活動の内容項

目（6区分 27項目）は有用であったか 
自立活動の指導においてこの記録シートが有用

であったか 
記録シートの使用が生徒の状況把握に役立った

か 
 
上記（表２）の質問調査の回答は「1.はい 2.い
いえ 3.どちらでもない」の選択式とした。上記
の 4つの質問の回答結果は、全員が「はい」と回
答した。これは自立活動の指導の記録の重要性に
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ⅱⅱ. アアドドホホッッククなな指指導導のの記記録録のの提提案案とと結結果果 
アドホックな指導は、突発的に発生する指導の

ため、臨機応変な対応が求められる。そのような

場面では、柔軟に指導を行うことが重要である。

しかし、こうした指導は、記録がなければ指導内

容の振り返りや改善が難しい。そこで本研究では、

アドホックな指導の記録方法として、記録シート

を作成し提案した。臨機応変に対応できるように、

日時、場所、指導者名の項目欄、指導内容を書く

自由度の高い大きな枠を作成した。その下に自立

活動の内容表（6区分 27項目）、指導のまとめを
書く欄も設けた。その指導のまとめが、次の指導

の支柱となることを目指して意図的に作成した。

このアドホックな指導の記録が蓄積され、個々の

生徒のエビデンスとなり、個別の指導計画に反映

されて、時間における指導へと繋がっていくこと

を期待したい。 
 

 
図図 2  記記録録シシーートト 

 
4-3質質問問用用紙紙にによよるる調調査査 
≪対象≫ 
特別支援学級の担任及び自立活動の時間におけ

る指導にかかわる教員 3名に実施した。 
a. 実実施施日日   
令和 6年 12月 19日（木） 

b. 質質問問用用紙紙にによよるる調調査査 
【個別の指導計画に関する質問項目目】 
・対象者１名 

1. 個別の指導計画の作成と自立活動の指導の立

案に関して（記述式） 
2. 個別の指導計画の様式内の評価項目について
（記述式） 
3. 個別の指導計画の PDCAの見直し時期 
（選択式） 
 
【自立活動記録シートに関する質問項目】 
・対象者３名 
１. 記録シートの使いやすさについて（選択式） 
２. 記録シートの効果について（選択式） 
３. 記録シートの改善について（記述式） 
４. 記録シートの活用について（選択式） 
５ .記録シートの意見・感想（記述式） 
 

c. 調調査査結結果果 
【個別の指導計画 】 
個別の指導計画をPDCAサイクルで回すことの
重要性は学習指導要領にも明確に示されている。

そこで、学校現場の実状を踏まえたうえで、効果

的に活用するための見直しの時期と回数につい

ての調査を行った。選択式で回答をしてもらった。 
 
１、学期ごと（２～３回）   
２、三者懇談の後（３～４回）  
３、それ以上（５回以上） 

 
回答者全員が２の三者懇談の後であった。確か

に三者懇談は学校全体が懇談時期を設定して動

き、交流級の懇談と合わせて総合的に考慮できる

ため妥当である。ただし、障害の特性による行動

で問題が起きれば、見直しの回数を増やす必要が

出てくるだろう。 
次に個別の指導計画を作成するに当たり、「実

際に何か困難だと感じているのか」また、「作成し

たものを常用的に活用していくためにどうする

ことが最善策であるのか」を検討するため「作成

にかかった時間と記述の困難さ」続いて、今回導

入した 3段階評価の妥当性、その他実際に使用し
た感想、意見等を自由記述してもらった。 
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表表 1  個個別別のの指指導導計計画画のの様様式式のの使使用用にに関関すするる評評価価  
質質問問  回回答答  

個別の指導計画の作成、自立活動

の指導を立案をする上で、一番時

間を要したのはどの作業でした

か。 

・実態把握の期間（1年生なので 1学期には特に時間がか
かりました。） 
・指導計画の書き方（実態をどのように表現すべきか悩み
ました。） 

個別の指導計画の評価について、

文章表記と 3 段階評価に分けまし
た。使用のご意見をお願いします。 

メリット）学習内容と評価をリンクさせているのがわかり
やすく、3段階も明確でよい。 
デメリット）Cがついたものを見て生徒本人が「うわー、
Cがある！！」と言っていたので、表現の仕方でそれが気
になる生徒もいるところでしょうか？（教科評価も ABC
なので、それ合わせた ABC評価で、私個人としてはよい
と思います。） 

個別の指導計画の様式に関して、

自由にご意見や感想をお聞かせく

ださい。 

情緒特別支援学級の保護者にとっては、授業の内容よりも

生徒をどのように見取って自立活動につなげるかのほうが

気になるところだと思います。それを明確にし、かつ端的

に表現するこの様式はとても有効だと感じました。個別の

支援計画とのつながりもあることも分かるので、引き継ぐ

際にもスムーズにいくのではないでしょうか。来年度以降

もこの様式を活用させていただきたいです。 

表１の結果から現場における個別の指導計画

を作成する際の困難な要因、それに伴う自立活動

の立案の困難な要因の一部が見えてくる。 
まず、実態把握に時間がかかった点については、

小学校からの引継ぎにおける実態と入学後の生

徒の実態に相違があったことが読み取れる。続け

て「記載する際の表現が難しい」との回答もあり、

ここに個別の指導計画の作成の困難さがみられ

た。 
評価に関しての回答では、教科評価と同様の３

段階評価がわかりやすい点において、高評価だっ

た。生徒の反応からも評価について理解できてい

る様子が伺える。「授業内容よりも教員が生徒の

様子を見取っているかが気になるところだろう」

という記述から、保護者の教師に対しての要望が

垣間見れる。端的に表現することで、内容が明確

化され保護者の理解に有効的だったとの結果を

得ることができた。 
 

 

【自立活動の記録シート】 
本研究において作成した記録シートを使用後 
に使用感や利便性、実用性の向上を目的に選択式

の質問調査を行った。 
 
表表２２  記記録録シシーートトにに関関すするる質質問問（（選選択択）） 

自立活動の記録シートの様式が理解しやすかっ

たか 
記録シート内に記載してある自立活動の内容項

目（6区分 27項目）は有用であったか 
自立活動の指導においてこの記録シートが有用

であったか 
記録シートの使用が生徒の状況把握に役立った

か 
 
上記（表２）の質問調査の回答は「1.はい 2.い
いえ 3.どちらでもない」の選択式とした。上記
の 4つの質問の回答結果は、全員が「はい」と回
答した。これは自立活動の指導の記録の重要性に
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関して、有効性が認められたと言えるのではない

だろうか。 
 

次に記録シートに関する自由記述の質問調査

について表３で結果を示す。 
 

表表３３  記記録録シシーートトのの使使用用後後のの評評価価  

質質問問項項目目  回回答答（（記記述述））  

記録シートに追加して欲しい項目があれば
教えてください。 

項目の欄にどの生徒がどの項目（6区分 27項目）を
目標としているかを書き込めると、他の先生が見ても
分かりやすい。教師本人も意識しやすくなると思う。 

記録シートで使いづらかった点や改善して
欲しい部分があれば教えてください。 

・集団で書くシートはクラスの生徒数が多いので、も
う少し広くてもいいかもしれない。 

・違うメモなどに記入した時に書き直す手間があっ
た。 

記録シートを複数の教員が記入したことで、
指導、指導計画について改善されたことがあ
ったら具体的に教えてください。 

教師間での生徒の見取りが共有でき、同じ視点をもっ
て生徒を指導できるようになったと思う。 

記録シートはどのような場で役に立ちそ
うですか 

１．面談資料 ２．成績表作成 ３．時間割変更のた
めの教員変更の引継ぎ 

４．その他（指導の過程、様子が見て分かるので状況
把握が簡単に行える。また、指導の中での改善点を考
えるきっかけになるし、助言も頂きやすい。） 

記録シートに関して、その他のご意見や改善
点等、アドバイスやアイデアをお願いしま
す。 

・個人用シート、集団用シートで例を入れながら作成
してくださったので、とてもわかりやすく、活用でき
ました。レイアウト等もよかった。項目について理解
できていない先生には、それぞれの項目がどんな内容
なのかを理解するところから始まるので、項目の例も
一覧のようにして付ける必要があるのかもしれませ
ん。 

・自立活動について再度確認するきっかけになり、記
録の大切さを改めて実感しました。ページ内に評価す
る項目があることで、内容の設定をする際も一人一人
の特性をしっかり考えながら行えました。 

・簡潔に記入できる記録シートで使いやすいと思いま
した。見やすくすっきりしていてとても良いと思いま
す。 

 
 

表３の記述から、自立活動の指導の経験が浅い

教員であっても指導内容の 6 区分 27 項目を表に
したものが視覚的に確認できると、適切な指導に

繋がることが示唆される記述がみられた。教師間

で生徒の見取りが共有できる点、指導の過程や様

子を見て状況把握がすぐにわかるとの前向きな

回答が多かった。記録シートが活用できる場面と

しては、全員が面談資料に回答した。成績表作成、

時間割変更による教師への引継ぎも、回答があっ

た。その他の記述では、「指導の中での改善点を考

えるきっかけになり、それに対する他の教師から

の助言もしてもらいやすい」「教師間の指導の改

善につながる」という記述から、記録シートが生

徒の実態把握する資料になるだけでなく、教師の

質の向上にも繋がる回答が得られ、興味深い結果

を得ることができた。 

テテンンププレレーートトのの設設定定（（余余白白、、文文字字数数、、行行数数ななどど））はは一一切切変変更更ししなないいこことと  
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5.  考考察察 
 

5-1個個別別のの指指導導計計画画とと自自立立活活動動のの立立案案 
本研究では、自立活動の基盤となる個別の指導

計画の様式を整理し、教師が使いやすいように作

成することで、自立活動の適切な指導に繋がるか

を見てきた。特に様式を整理することで、指導内

容と評価項目が明確化になった。それを受けて授

業者である教師に「目標を意識した指導」の概念

が定着し、その結果、適切な指導へと繋がった。

評価のために指導を行うわけではないが、学校現

場ではどうしても学期の終わりに作成必須とな

る成績表、いわゆる通知表を考えないわけにはい

かない。評価業務と指導内容を整理したことが

「目標を意識した指導」に繋がり、有効的であっ

た。 
本研究で提案した 3 段階評価の導入は、生徒自
身が指導目標を意識しやすくなり、理解に繋がっ

た。更に、保護者と教師が協働的な支援を行って

いくために、端的かつ明確な表記は共感性の連携

に有効的であった。 
次に個別の指導計画を記入する際の教師の苦

悩について考察したい。先程の質問用紙（表１）

に挙げられていた「実態把握の難しさ」「計画の書

き方」について着目する。まず、実態把握の難し

さに関しては、中学１年生の接続期の生徒が挙げ

られてた。接続期の生徒は、中学校という新しい

環境に適応しようと努力して、特性が顕著化しな

いケースがある。それは一見障害や特性を「改善・

克服」したかのように見えるが、時間の経過と共

に特性が顕著化してくる。学校生活が本格化し、

特に行事始まると顕著化してくることが多い。こ

の見極めは非常に難しく、学校生活に慣れるまで

見取るしかない。このような接続期の実態把握に

ついての見取り方については引き続き検討して

いきたい。 
続いて「どのように表記すればよいのか悩んだ」

との記述もみられた。そこからは、学習指導要領

に示される「指導の概念」の理解の難しさがある

と推測される。ここで学習指導要領に示される

「強み」の概念について着目してみたい。 
学習指導要領には「強みを生かす指導」をする

ことが示されている。しかし、自立活動の「障害

による学習上又は生活上の困難を改善・克服し自

立を図るための指導」という定義から「困難を改

善・克服」という表現が混乱させる要因であるよ

うな印象を受ける。そもそも「困難」と聞いてポ

ジティブな印象があるだろうか。どうしても障害

や特性を「弱み」と捉えてしまわないだろうか。

その「弱み」をどうにか「改善・克服」するため

の指導を立案する思考になるのが自然であると

考える。しかし、先に述べたように学習指導要領

では「強み」に着目することが示されている。こ

こに表現理解の難しさの要因があると推測する。 
そもそもここに示される「強み」の意図は、障

害や特性を受容しつつ、代替できるもの等を駆使

し、利用するなどして「強み」に変えて困難を改

善・克服して自立を図ることである。例えば、コ

ミュニケーションに障害や特性があり、集団活動

が苦手であるが、クラスメイトとの会話には問題

がない。しかし、授業中に空気を読むような発言

ができない。その生徒の保護者は学年の生徒と交

流を希望しているが、本人は交流についての希望

は特にない。このようなケースの場合、本人の障

害の特性上、集団が苦手であれば、集団活動を回

避して自分の特性に合ったことだけをするとい

う指導もできる。一方で交流活動の集団活動を通

して困難を改善・克服できる指導の可能性もある。

この指導に正解はない。だからこそ教師は個別の

指導計画にどのように表記し、連携を図るための

表現に苦悩するのである。しかしこれは、時間を

かけて実態把握を行い、本人と保護者の願いを考

慮して丁寧に作成していくことでしか解決でき

ないだろう。本人と保護者の願いと指導内容を吟

味し、丁寧に作成された個別の指導計画の上に自

立活動の適切な指導は成り立つのである。 
 

5-2自自立立活活動動のの記記録録シシーートトのの実実践践 
アドホックな指導の中で取った記録は、日々変

容している生徒の実態を把握するための重要な

資料となる。個々の記録の蓄積がエビデンスとな

り、個々の指導の指針となるだろう。このような

資料は自立活動の経験が少ない教師にとっての

指導の助けとなることが質問調査結果から得ら

山梨大学教職大学院　令和６年度　教育実践研究報告書

－ 414 －



テテンンププレレーートトのの設設定定（（余余白白、、文文字字数数、、行行数数ななどど））はは一一切切変変更更ししなないいこことと  

ここのの赤赤字字部部分分はは、、編編集集段段階階でで削削除除すするるののでで、、そそののままままににすするるこことと  

 6 

関して、有効性が認められたと言えるのではない

だろうか。 
 

次に記録シートに関する自由記述の質問調査

について表３で結果を示す。 
 

表表３３  記記録録シシーートトのの使使用用後後のの評評価価  

質質問問項項目目  回回答答（（記記述述））  

記録シートに追加して欲しい項目があれば
教えてください。 

項目の欄にどの生徒がどの項目（6区分 27項目）を
目標としているかを書き込めると、他の先生が見ても
分かりやすい。教師本人も意識しやすくなると思う。 

記録シートで使いづらかった点や改善して
欲しい部分があれば教えてください。 

・集団で書くシートはクラスの生徒数が多いので、も
う少し広くてもいいかもしれない。 

・違うメモなどに記入した時に書き直す手間があっ
た。 

記録シートを複数の教員が記入したことで、
指導、指導計画について改善されたことがあ
ったら具体的に教えてください。 

教師間での生徒の見取りが共有でき、同じ視点をもっ
て生徒を指導できるようになったと思う。 

記録シートはどのような場で役に立ちそ
うですか 

１．面談資料 ２．成績表作成 ３．時間割変更のた
めの教員変更の引継ぎ 

４．その他（指導の過程、様子が見て分かるので状況
把握が簡単に行える。また、指導の中での改善点を考
えるきっかけになるし、助言も頂きやすい。） 

記録シートに関して、その他のご意見や改善
点等、アドバイスやアイデアをお願いしま
す。 

・個人用シート、集団用シートで例を入れながら作成
してくださったので、とてもわかりやすく、活用でき
ました。レイアウト等もよかった。項目について理解
できていない先生には、それぞれの項目がどんな内容
なのかを理解するところから始まるので、項目の例も
一覧のようにして付ける必要があるのかもしれませ
ん。 

・自立活動について再度確認するきっかけになり、記
録の大切さを改めて実感しました。ページ内に評価す
る項目があることで、内容の設定をする際も一人一人
の特性をしっかり考えながら行えました。 

・簡潔に記入できる記録シートで使いやすいと思いま
した。見やすくすっきりしていてとても良いと思いま
す。 

 
 

表３の記述から、自立活動の指導の経験が浅い

教員であっても指導内容の 6 区分 27 項目を表に
したものが視覚的に確認できると、適切な指導に

繋がることが示唆される記述がみられた。教師間

で生徒の見取りが共有できる点、指導の過程や様

子を見て状況把握がすぐにわかるとの前向きな

回答が多かった。記録シートが活用できる場面と

しては、全員が面談資料に回答した。成績表作成、

時間割変更による教師への引継ぎも、回答があっ

た。その他の記述では、「指導の中での改善点を考

えるきっかけになり、それに対する他の教師から

の助言もしてもらいやすい」「教師間の指導の改

善につながる」という記述から、記録シートが生

徒の実態把握する資料になるだけでなく、教師の

質の向上にも繋がる回答が得られ、興味深い結果

を得ることができた。 

テテンンププレレーートトのの設設定定（（余余白白、、文文字字数数、、行行数数ななどど））はは一一切切変変更更ししなないいこことと  
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5.  考考察察 
 

5-1個個別別のの指指導導計計画画とと自自立立活活動動のの立立案案 
本研究では、自立活動の基盤となる個別の指導

計画の様式を整理し、教師が使いやすいように作

成することで、自立活動の適切な指導に繋がるか

を見てきた。特に様式を整理することで、指導内

容と評価項目が明確化になった。それを受けて授

業者である教師に「目標を意識した指導」の概念

が定着し、その結果、適切な指導へと繋がった。

評価のために指導を行うわけではないが、学校現

場ではどうしても学期の終わりに作成必須とな

る成績表、いわゆる通知表を考えないわけにはい

かない。評価業務と指導内容を整理したことが

「目標を意識した指導」に繋がり、有効的であっ

た。 
本研究で提案した 3 段階評価の導入は、生徒自
身が指導目標を意識しやすくなり、理解に繋がっ

た。更に、保護者と教師が協働的な支援を行って

いくために、端的かつ明確な表記は共感性の連携

に有効的であった。 
次に個別の指導計画を記入する際の教師の苦

悩について考察したい。先程の質問用紙（表１）

に挙げられていた「実態把握の難しさ」「計画の書

き方」について着目する。まず、実態把握の難し

さに関しては、中学１年生の接続期の生徒が挙げ

られてた。接続期の生徒は、中学校という新しい

環境に適応しようと努力して、特性が顕著化しな

いケースがある。それは一見障害や特性を「改善・

克服」したかのように見えるが、時間の経過と共

に特性が顕著化してくる。学校生活が本格化し、

特に行事始まると顕著化してくることが多い。こ

の見極めは非常に難しく、学校生活に慣れるまで

見取るしかない。このような接続期の実態把握に

ついての見取り方については引き続き検討して

いきたい。 
続いて「どのように表記すればよいのか悩んだ」

との記述もみられた。そこからは、学習指導要領

に示される「指導の概念」の理解の難しさがある

と推測される。ここで学習指導要領に示される

「強み」の概念について着目してみたい。 
学習指導要領には「強みを生かす指導」をする

ことが示されている。しかし、自立活動の「障害

による学習上又は生活上の困難を改善・克服し自

立を図るための指導」という定義から「困難を改

善・克服」という表現が混乱させる要因であるよ

うな印象を受ける。そもそも「困難」と聞いてポ

ジティブな印象があるだろうか。どうしても障害

や特性を「弱み」と捉えてしまわないだろうか。

その「弱み」をどうにか「改善・克服」するため

の指導を立案する思考になるのが自然であると

考える。しかし、先に述べたように学習指導要領

では「強み」に着目することが示されている。こ

こに表現理解の難しさの要因があると推測する。 
そもそもここに示される「強み」の意図は、障

害や特性を受容しつつ、代替できるもの等を駆使

し、利用するなどして「強み」に変えて困難を改

善・克服して自立を図ることである。例えば、コ

ミュニケーションに障害や特性があり、集団活動

が苦手であるが、クラスメイトとの会話には問題

がない。しかし、授業中に空気を読むような発言

ができない。その生徒の保護者は学年の生徒と交

流を希望しているが、本人は交流についての希望

は特にない。このようなケースの場合、本人の障

害の特性上、集団が苦手であれば、集団活動を回

避して自分の特性に合ったことだけをするとい

う指導もできる。一方で交流活動の集団活動を通

して困難を改善・克服できる指導の可能性もある。

この指導に正解はない。だからこそ教師は個別の

指導計画にどのように表記し、連携を図るための

表現に苦悩するのである。しかしこれは、時間を

かけて実態把握を行い、本人と保護者の願いを考

慮して丁寧に作成していくことでしか解決でき

ないだろう。本人と保護者の願いと指導内容を吟

味し、丁寧に作成された個別の指導計画の上に自

立活動の適切な指導は成り立つのである。 
 

5-2自自立立活活動動のの記記録録シシーートトのの実実践践 
アドホックな指導の中で取った記録は、日々変

容している生徒の実態を把握するための重要な

資料となる。個々の記録の蓄積がエビデンスとな

り、個々の指導の指針となるだろう。このような

資料は自立活動の経験が少ない教師にとっての

指導の助けとなることが質問調査結果から得ら
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れた。 
表 3の「指導の過程、様子が見て分かる」とい
う回答においては、授業者が不在時でも代替への

引継ぎに寄与したことが伺える。続けて「指導の

中での改善点を考えるきっかけになる」との回答

では、教師が記録シートで振り返りをすることで、

指導内容を整理し調整するための有効な手立て

となっていることが推測できる。記録シートが記

録にとどまらず、指導の質を高める手助けの役割

として活用されていると言えるだろう。これらの

結果を踏まえて、記録シートは生徒の実態把握す

る記録という役割にとどまらず、教師の指導の質

向上の一助にもなりうる可能性も示唆され、非常

に有益であると考える。 
記録シートの直近の課題としては、保管方法で

ある。個人情報の扱い方については考えなければ

ならない。今回は生徒が立ち入らない部屋で管理

し、担任が保管した。数が増えると保管場所の確

保が必須となるだろう。 
 

6.  おおわわりりにに 
 

本研究では、自立活動の適切な指導の立案をす

ることを目的として、その基盤となる個別の指導

計画に着目し、様式を整理して作成した。更に、

記録の重要性にも着目し、記録シートを提案し、

作成した。両様式内に自立活動の内容や評価の充

実を図ったところ、適切な指導の立案に繋がった。 
これは教師が「目標を意識化」できるかが密接に

関わっていることが示唆された結果である。 
生徒は日々実態が変容し、困難が移行すること

は当然である。教師は常に実態を捉え直し、指導

のPDCAサイクルを円滑に回すことが求められる。 
個別の指導計画と記録シートを効果的に活用す

ることで、充実した指導へと繋がる。今後は自立

活動の指導の更なる質の向上が求められるだろ

う。 
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小学校道徳科における評価についての研究 
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1. 本本報報告告書書のの位位置置づづけけ 
 本報告書は小学校道徳科における評価につい

ての継続的研究の 2年目の報告である。1年目の
研究は小学校低学年において，児童の学習状況

を普段の授業で見取るための手立てと工夫につ

いて考察し，その有用性の検証を目的とした。結

果は報告書「小学校道徳科における評価につい

ての研究－学習状況と道徳性に係る成長の様子

を見取る方法の提案－」としてまとめた。2年目
の研究は内容項目のまとまりをもとにした評価

の在り方を目指し研究を進める。 

2. 問問題題とと目目的的 
(1)道道徳徳科科のの評評価価にに対対しし教教師師がが抱抱くく困困難難ささ 
道徳科の評価について小学校学習指導要領で

は，「児童の学習状況や道徳性に係る成長の様子

を継続的に把握し，指導の改善に生かすよう努

める必要がある」(文部科学省，2018)と規定され
ている。また，学習指導要領総則では，道徳科の

評価について，「児童のよい点や進歩の状況など

を積極的に評価し，学習したことの意義や価値

を実感できるようにすること」(文部科学省, 
2018)と示されており，他者との比較ではなく児
童一人一人のもつよい点や可能性などの多様な

側面，進歩の様子などを把握し，年間や学期にわ

たって児童がどれだけ成長したかという視点を

大切にすることが示されている。 
 しかし，道徳科で養うことをねらいとする道

徳性とは，人間としてよりよく生きようとする

人格的特性であり，道徳的判断力，道徳的心情，

道徳的実践意欲及び態度を諸様相とする内面的

資質である。そのため，一朝一夕に道徳性が養わ

れた否かを判断することは難しい。道徳教育実

施状況調査(文部科学省, 2022)によると，道徳科
の評価を行う上での課題として，調査を行った

小学校の 55.2%で「児童の学習状況及び道徳性
に係る成長の様子の把握」が挙げられており，多

くの教師が，内面的資質である道徳性をどのよ

うに見取っていけばよいのか，困難さを抱いて

いる現状が伺える。 
 
((22))学学習習状状況況のの捉捉ええ方方ととそそのの見見取取りり方方  
 道徳性は道徳の授業だけでなく，他の教科も

含めた学校教育全体で育てる資質・能力である

とともに，家庭教育の中で育まれる一面もある。

そのため，道徳科の授業だけで，児童の道徳性が

育まれたかどうかを評価することはできないし，

評価することは望ましくない。 
毛内(2017)は「道徳に関する児童生徒の評価
については，その内面を測ることの難しさから

避けがちな傾向がある。しかし，児童生徒の内面

に係る評価も，その学習状況などを手掛かりと

して積極的に見届けていくように努める必要が

ある」とし，学習状況を把握し積み上げていくこ

との重要性を述べている。また，西野(2017)は
「道徳科の評価では，道徳性そのものは評価で

きないが，道徳性を養う学習活動にどのように

取り組んでいるか，その学びの姿を捉えること

は可能である。学びの姿の成長や進歩を見取る

ことによって，道徳性の育成に通じる道筋が充

実していたどうかを判断することができる」と

指摘している。授業は道徳性を養うために行う

が，指導の結果として，道徳性そのものの状態を

把握するのではなく，道徳性を養うための学び

がどうであったのか，児童の学習状況を把握す

ることが必要であるといえる。 
  
((33))道道徳徳のの評評価価にに関関すするるアアンンケケーートト調調査査かからら  

2023 年 11 月に県内の小中学校教員に質問紙
による調査を依頼し，57名から回答を得た。 
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